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オフィスコンピュータにおける対話形OSの適用
Conversationa10perating SYStem Application

to Sma】lBusiness Computer

HITAC L-70′/20はHITAC L-320シリーズ'ゾ)卜付二俺とLてトミF+ブ己きヌ7_たも･ノ)で､2M

バイト〝)_セノモリをもち,ナイスグ?妄-f】i二姑人560Mバイト,ワーlクてテーーーシ ョン数拡

大15fトとノ＼-ドゥ⊥7規帖を人帖に船舶し,一対､′絹巨化を【功一-ノたシ1テムである｡+こ

システムにす采川している対.詩形OS MIOS7は,附桝什二川一号_造のフ丁イ/し彬∫〔をサホ‥

卜L,動的なて椚士或の締付,船山ミノ女び削除をするニヒによ一ノて拭作件の大仙な収洋々

ノ実現L､†ナわせて強ナノろ､‾すへしⅤ-一夕コマントやエンドユーザー一子子こ子たを之指するなど,

オフイてコンヒュ一夕ヤ梢のOS!していろいろな朴t二大を抱Lているし1ク?ラフや｢寸

イこ[言行丈‾井処叩機能と†ナわせOA対I心グ‾)多恨能オフィスコン†ニュl･-夕として別枠される.-.

u 緒 言

HITAC L-70′′/20システムは,HITAC L 320/′50Hシ1テム

グ)卜付二樅,HITAC L 320′/60システムの後紳輔鞋とLて問雅L

たもので,CPU川=ノセ処作業if†■こ)プ〕メモり布Eト壬:,ティ1ク`ヂF吉-1l_,

ワーーク ステーーシ

特にOA(サブ イ

ト∴ソト×720卜･

にフ ープ,クシ ミ り

ヨンf｢数など､人帆iな似けミグJ才杭批引､ズトーノている._.

てオートメーション)対J心♂‾)軽帥巨ヒLて1,120

トゲ)カラーク√ラフJぐF-1ノ†くr∫汁丈tlミニ処+叩軽帥巨グ､)外

ヒク‾)接縦ゃ,プログラムレ1で帆叫に仙える

帳票処理ソフトウエアの支援など,機能の多角化ノ女び似†ナ化を

同っている｡圭た,日本語文吉処椎で文節単位の仙名横手変

換入ソJができるというのは今では当たりl)小二なったか,Lり丈.漕

文吉処理を離れてCOBOLやRf)G(Report Program Genera-

tor)といった汎用言訂卜ご対話処理をする場ナナでも,日本語の

構文解析のできる‾文節単位の†J止れ撰′}二坐槙入プJができるとい

うのもオフィスコンビューータとLては和Jめてグ‾)試Lみである.〕し

かし,‾本システムの放火の特長は対t清作ラを端本とするシステム

ソフトウェアMIOS7(Multiple officeInformation Operating

System7)にあり､以卜第2苧でHITAC L70/′20のハード

ウェア規模を簡単に怒弓介Lた後,第3宕以降で詳述する｡
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伊藤紀彦*

伊藤浩夫**

八r√)r//l/んりJ/ん

fJ/rり｢)JJム

ト‖TAC L-70/20ハードウェアの規模と特長

ステーーシ ョ ンコントローーラセワーク ステーシ ョ ンCPU

図1に1ゞシてテム･グ)タト観を,図2にシステム槻仙枇安をフ､

･ソク川化Lて′+七す_.図2か⊥l〕分かる.ように,ステーーーシ
ョン

ントローラに｢土人きち､メモりと仏ソJなCPUをlノ山■=坂Ⅰノ,路ワ

クステーーションかト､J二:グ)ハーードゥェ丁で川;(を性ノノての対▲享六

コて､やバ､ソナシ‾ブナキ超勤することかできる..1ニグ‾)強プノな

CPUグ)外にワーク ステーシ ョンにもCPUヒ メモ】jかあ一-ノて,

こてテl--ションニコントローラで亡夫什されるシ､ヨブとは別に応才事

件･プ‾り二主い対.抑i二三ショブをワーークステーーショントで1克子トご'きる

という柑1_去キ≠ノ′-ンてしゝる､Lかも,ニク‾)r7-一クステー1ション

トノ‾)ショブか⊥､)ステーーシ ョンコントロー･ラのディ スクに対L

て,レコードゾ‾)をJl〈1や‾如新,あるいはプリ ンタ(＼〝JHJ川りもで

きる√

(2) ーフロ
ソヒ テ1′ 乙ク付きり､--クてテーシ ョン

｢7-ン1テーシ
ョン+土すべて24卜､･ノト×24卜･ソトノ)iウ‡′トワ

クステーーションであり,グラフサホーートはカラーーで1,120ト

ト×720卜∴ソトと机耳引空前く,か一ノ仰り＼=JFD(フロ､バニーテ

ィスク)が一粒えるようにFD装置が増設できるグ)が三拝kになノ‥ノて

一書

*【-ト■/二黎望什J叶旭_】二場
**

R､ンニ製作巾ソフトウ_L7‾卜域

図l 川TAC L-7(】/20シ

ステム 左から増言没ディス

ク筐体(70Mバイト3へ′4台め)

ステーションコントローラ,

後方石義気テープ装置と漢字ラ

インプリンタ,右側各種ワー

クステーションとり【クステ

ーション付き)実字プリンタを

示す｡
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CPU

(中央処王里装置)

フロッピーディスク制御

768kバイト

○

256kバイト

○

512kバイト

70Mバイト×最大7台

512kバイト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
]
ン
ト
ロ
ー
ラ
(
基
本
部
)

デ ィ ス ク 制 御

シリアルインタフェース制御

漢字 プリ ン タ 制 御

70

Mバイト

70

Mバイト

ユーザーエリア

70

Mバイト

128kバイト †28kバイト 128kバイト

最大15台のワークステーション

128kバイト

プ リ ン タ 制 御

回 線 制 御

(
オ
プ
シ
ョ
ン
部
)

磁 気 テ ー プ 制 御

カ
ードリ

ー

ダ制 御

浮 動 小 数 点 演 算

時 計

自動パワーオン･オフ

漢字ラインプリンタ(100行/分)

漢字プリンタ(70字/秒)

ラインプリンタ(350行/分)

他

SYN同期

1,200-9β00bps

2.400ft.1,600bpi

ストリーミングモード付き

400枚/分

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

オ

プ

シ

ョ

ン

●各種プリンタ

●マークシートリーグ

●ファクシミリ

●時計機構

●OCRハンドリーダ

●バーコードリーダ

●lDカードリーグ

●フロッピーディスク

注:略語説明 OCR(光学文字読取り装置),lD(ldentlf】C∂t10∩)

図2 H什AC L-70/20システムの機器構成規模概要 本システムは漢字システムとして構成されており,メッセージも日本語表示を基本にしているた

めディスプレイ,プリンタ共言葉専用のデバイスが中心となっている｡

いる｡このFDは個人持ちの文書ファイルやパーソナルコンヒ

ュ一夕ファイルなどに晴間され,オフィスコンピュータの組

織的な活絹とパ【ソナルな活用の♪抽合をねらう機能のひとつ

である｡

(3)挟字プリンタ

漢字ラインプリンタ(100行/分)と高速タブ機能付き最知距

離往復印字のできる漢字プリンタ(70字/秒)を装備している｡

(4)自動電源オンオフによるシステムの自動運転ができる｡

(5)回線機能として1,200～9,600bps4回線をもっている｡

6】 対話形OS M10S7の機能

MIOS7は,ステーションコントローラ上で動作するソフト

ウェアとワークステ】ション上で動作するソフトウェアで構

成されている｡前者は高速処理を前提としたバッチジョブ,
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対話ジョブを分担し,後者は高速応答件の要求される対話ジ

ョブを分担する｡図3にMIOS7のプログラム構成を示す｡以

下,ステーションコントローラ上で動作するソフトウェアに

着日L,その特長ある機能について木枕説する｡

(1)ワークステーションの制御

最大15子iのワークステーションが接続可能である｡これら

のワークステーションを効率的に働かすように制御するのが

この機能である｡各々のワークステーションから,ステーシ

ョンコントローラ上で実行するジョブの起動を行なうと,ス

テ【ションコントローラのメモリ上に領j或を確保して,その

領域でジョブを実行する｡Lかし,二のジョブに連続した多

くのCPU時間を占有させたのでは,他のワークステ【ション

から起動したジョブが実行できなくなる｡このようなことが

起二らないようにタイムスライス制御を行ない,1秒連続し



M10 S7

制 御 プ ロ グ ラ ム

言語処王里 プ ロ グ ラ ム

拡張RPG

COBOL

COOKS

基本ユーティリティプログラム

システムユーティりティプログラム

システム生成プログラム

保守診断プログラム

テキストエディタ

ディスクソートマージ

選択ユーティリティプログラム

ファイル伝送

会話形グラフ作成プログラム

リモートターミナル支援プログラム

ステーショ ンプログラム

言語処理プログラム

拡張RFD

基本ユーティリティプログラム

システムユーティりティプログラム

システム保守用プログラム

選択ユーティりティプログラム

マークシート変換ユーティりテイ

事務用語辞書保守

テーブルウエア

注:略語説明

M旧S7(MuItiple office

日本語文書処理

ln†0rmation Operatlng SYStem7)

COOKS(Cooklng System)

RPG(Report Program Generator)

RFD(Record Format Descriptor)

図3 M10S7のプログラム構成 M10S7はステーションコントローラ

上で動作するプログラムと,ワークステーション上で動作するプログラムで構

成されている｡

てCPUを使ったジョブは,他のジョブにCPUを空けi接すよう

にしている｡この制御方式によって,すべてのワークステー

ションを対等の立場で使用できるようにしている｡また,ワ

ークステ【ション上で実行しているジョブが,ステーション

コントローラ_l二にあるファイルのアクセスか可能なような制

オフィスコンピュータにおける対話形OSの適用 587

御を行な/ノている｡.

(2)フー)一イルシ)制御

(a) 多重東リ川貞編成フ7,イルか陳用できるし〕

順編成フ7イルに加えて多_(托水引順舶戌フ7イルかイ収用

できる｡多重索引順プ鮎成フ7イルとは,一つの-‾iミキーと似

数の副キ【でドi卜一のフ7,イルを峯岬+更新できる構j立をも

/ノたファイルであり,図4にそのフ7)イルの構成の概念riズ】

をホすr)二の多丘索づ=順舶成フ7イルを使用することによ

/ノて,ユーザーはマスタファイルグ)-一本化を与ミニ呪できる.二)

異なるキーでアクセスできるため,卜‖丁勺別のフ7}イルを肌

成する必安かなくなるL_.レコードグ)氾加,如抑のときに【'1

軌【'】てJに各副キーグ〕並へこ作えを行なう.｡二れによって,フ7

イル谷呈‡り女びソート帖問の節約かできる.J

(b)ファイルのダイナミ､ソクな1iさり当て,拡軋ミ,削一句ミかできる｡J

磁1tディスクをILLl㍍土主のブロックに分1別して甘押する｡

フ丁イルグ)令仙女か必J安なときは二♂‾)ブロックを単位_にして,

必紫プロ､ソク数を確催する｡ファイルはフログラムのニセイ‾f▲

仙に判り当てておく必要はなく,フ7イルを必要とする特

小二でシステムにダ､イナミックに1判り当てさせることか-吋能

である｡また,ファイルの禎城が′大行小に妃りなくなノーノた

+巷ナナ,そのとけ山でダイナミ ‥ノクに寸に脱することもできる｡

二の儀能によリユーザーーはファイル〝‾〕?幸吉】i二を心化する必安

かない.=.また,一口封】(Jに仙川したファイルはフ1フィルのク

ローズ'叫にI′i動的に†■jlj隙する′⊃

(c)他人の仙一ンているファイルれを1い二Lろ､･くてもよい

他人の他っている名自i+■と川一のれi言†でフ7イル名を指;こ

Lても,川一ク)フ丁イルを指延Lたことにはならない

れは区15で′J‾こすド皆J由ノ1ニラディレクトリ椛j立でファイルの符雌

を子二+‾■な/ノているためである｡ポリユーームはMFD(MasteI:File

Directory)と呼ふディレクトリで11押一旦し,二のMFD(7‾)もと

にユーザー対応にUFD(User File Directory)と呼ふディ

レクトリを作成する｡各々のフ1フィルはUFDのも 幣

されるため,単なるUFD下の川一のれ〕rJを悼/ノたファイル

は別ファイルとして符f里されている｡

(d) フ1‾〉イルシェア

l【f+一一のフ7イルを不日数のワー･--クステーションかご〕付さうこ

とかできる｡二れをファイルシェアといい,ファイルク)ア

クセス順け:の制御はシステムで行なう｡二の機f掛二よって

手短数の｢7-クステーーションかご〕川一フ7イルへのレコート

のゴ日加,吐f新,削Ⅰ徐か[り▲能となり,多屯糸引順編成ファイ

ル機能.とでナわせて,フー7)イルの多角的イJ-効利瑚を図ること

かできる.,､

キーフ ァ イ ル

(1)
キMフ ァ イ ル

(2)
キーフ ァ イ ル

(8)

データファイル

キー定義ファイル

)王.

キープアイル(副キー,主キーの対応づけをLているファイル)

データファイル(主キーをキーとするB-treeファイル)

キー定義ファイル(副キーの数,キー位置を記録したファイル)

図4 多重索引順編成ファイル データファイルに新Lいレコードが

登録されると,すべてのキーファイルを自動的に更新する｡
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フ
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ル

フ

ァ

イ

ル

フ

ァ

イ

ル

U F D,∫

注:略語説明 MFD(Master F･leDけeCtOry)

UFD(User F･le DlreCtOry)

SBD(Suh DlreCtOr)′)

図5 階層形ディレクトリ ファイルの管王削ま階層形ディレクトリで行

なうー,二のため,他人が使うファイル名を気にLなくてもよい｡′

(e)機塩､仏土.穫

フ丁イルシ_1アを可能にLているたタ),屯安機密を今ん

仁ファイルを他人に比⊥､ノれる危検か十三じる..二れをl;〟l卜う‾

るため,他称名▲グ)そ･グ)フー7,イルに対するアクセス仰を｢】iりl祉ミ

L,磯城イh主催をノ夫二呪Lている._｡

(3)ジョブの制御

MIOS7を健一1て什車をするときは,ワーークステーションか

ノブシステムと対話を行乙‾いち･かご)必紫なジョブを実イfさせる.二､

人形言卜筒機で使っているJCLrショブて1川御言古た)+士必要で｢土

ない｡,

(a)プログラムのり三行

プログラムをて実行きせる場fナは,そのプログラムか朽糾

されているファイル新をコマンドとLて入プJすれは′よい

これは常過グ)システムではEXEC(EXECUTE)コマントキ

人プJしてそのオペランドとLてフ1)イル幻を楷1とすること

に柑当する｡すなわち,EXECコマントて-フロアラムをづ三

付するのだということを見える必要もないL,キークL･ノ十

敷い成るリ フー7,イル幻即コマント名ということであり,拙

作件のrFり_Lをl攻Ⅰっている.=〕

(b) コマントフロンシャ

ンヨブを実行するとき,ワークステーションかノ〕-･j垂グ)

コマンドを一つずつ人プJLてし､たのでは時間かかかる′つ こ

のため,二れら一一連のコマンドをコマンドフロシシヤとし

て,ファイルに格納Lてjiき,二のフ丁イル名をコマント

名として入力することによ1て,その-一連のコマンドを尖

行する機能を鞘意Lている｡コマンドフロンンヤ中ではシ

ョブの流れを制御するためのコマンドも用意Lている｡.､二

のため,コマンドフロンジャ中で実行結果を判断LながJ〕

実行の順序を変えることか可能である､つ

(C)バ･･/クグラウンドジョブの起動

ステーションコントローラ上でシ､ヨブを実行中に,ステ

【ションコントロ【ラのバックグラウンドに別のジョブを

脊蝕し,実行させる機能かある｡この機能によって,一つ

60

のワーーークステーーシ
ョンか⊥-)ステーシ ョンコントローラトで

利く声望放のンヨフ■をrH川いニプ三行させることかできる｡

(d) スプーリ ン グ

柏数グ)ワークステーションかステーションコントローラ

別のフリンタに山ノJLたい場†ナ,ある1fTのワークステー

ションかニグ)フりンタをハム‾Lたのでは,他のワーークステ

ーーションはフ‥ンタを仙補するニセはできず,ショブをづ三

才ナナるニヒかできなくなる.-J二のため,フリンタ/＼のrH九

千一夕与い/ンたん磁1くティ スクに入れ､川糾▼二をゞ太めてプリ

ンタに山ノJする機能かある｡二の機能をて‾7-リングとrいr

んでいる｡二れによりジョブを効率良く実行できる｡

(4)l事りミL?▲さフロセ､ソサ"COOKS'■(Cooki咽System)

オフィスでは芥仲枇‾渋の作成を知日行な√ノている.=.二叫ヰミ

票作成の作業をいちいちCOBOL,RPGでプログラムを作り

実行するのでは手間がかかりすぎる｡この帳票作成作業を簡

単に行なえるようにしたものが,帳票フし■ロセ､ソサCOOKSで

ある′,オへレータはCOOKSを使うことによって､ワークス

テ【ショング)画面上にけい線を引いたり,タイトルを登蝕し

たりして帳票の設計を行なう｡そしてその帳票の各項目に数

ノト‾丈は溌′字を入力することによって画面上で帳票を完成させ,

二れをフリント出力することにより印刷物を作ることができ

る｡二のフゝリント州力もCOOKSが行なう｡COOKSは作成

Lた帳票をファイルに格納しておき,必要なときにそのファ

イルを読み出し,項目の変更,追加,削除を行ない別帳票を

作ることもできる.｡

COOKSジ)1＼1ti主ある機能をニクこに言亡｢卜_

(a) マルチシート

COOKSJ士幌1'ミキ作成L,それをファイルに格納する｡

ニグノブ‾7-イルか1佗グ)シートに州当する｡ニグ‾)シートを枚

数代作収Lてシーートトのチータをり=fjLて別のシートを作

ることを､マルチシーートの機能と咋)ミご｡例えば,不日放の諜

で作成Lた別々♂〕シートか⊥'),軌汁Lて部単位二の帳tll壬を作

成するときにニグ)機能を利斥けるとよい.､重た税卒去をあ

レ､ノかじめCOOKSで1柁のシートとLて作成Lておけば,

ニグ)シートををjlく1することによって,給与計貨,縦令計笥二

の.ようち‾栂雉な.汁号†:もできる‥

(b)+ナ一子機台巨

--ノノ叫リミ柴グ)■いかノ),ある条件に†卜〕たテ【タだけを選

び州Lて別の帳ヨ壬に絶すニヒかできる.っ

(C) フ丁イ ルかご〕グーチークの王松込ふ

COOKS以外のプログラムで作成したフ丁イルかご〕デーー

タを収りさムんで帖岩iを作ることかできる′=.

日 結 言

MIOS7は対.i‾.叩j指▲】JりのOSであり,似いやすさをねJ〕1た

ものである√.一正ニグノ成一釆は挙か一ノていると巧■えているが,今

後も妃にマンマシンインタフェースを改善し,使いやすくす

るためグ)機能のルこ大を担1る十三左である.｡

本論丈ではHITAC L-70/20のハードウェアの柑印行を述べた

あ･と､HITAC L-70/20グ)ソフトウェアであるMIOS7c7〕機能

を小心に述べた.-.HITAC L-70/20は昭和58年8月稼動の･ナ

1ヒであり,ぜひみ方l自iかご_)･の御批■川を賜りたい｡
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